
秋田農村における環境の変化と循現器疾患

ならびに検診成績の推移（第1報）
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A.人口ならびに就業状況

1. 人口
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秋田農村は，国の経済発展の影響と稲作農業のめざま

しい進歩によって，大きく変ぼうしつつある．

生活環境の変化にともなって，循環器疾患や検診成績

がどのように推移してゆくかを観察してみた．

図 1に示すごとく，人口は年々減少している．幼児・

学童人口の減少と青年の村外流出の結果，人口の老令化

が進行している．
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図 l.

就業状況

男 女

＿昭和45年

＿昭和35年

性・年令別人口構成

2. 

麦 1に示すごとく．産業別就業者のうち，第 1次産業

特に農業従事者の示める割合は男女とも減少している．

そして第2次．第3次産業に従事する者の率が増加して

いる．この傾向は若い年令層ほど顕著にみられる． 50歳

以上の年令11:-iではこのような傾向はなく．農業従事者の

占める率はほとんど変らない．

表1. 産 業 別・年令別就業者
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女

昭和45年 昭和4碑 l
463 (100.o)I 488 (100.0) 
234 (50.5)1 398 (81.6) 
134 (28.9)1 31 (6.4) 
95 (20.5)1 59 (12.1) 

423 (100.o)I 38t (100.0) 
251 (59.3)1 336 (88.2) 
89 (21.o)I 14 (3. 7) 
82 (19.4)1 31 (8.1) 

296 (100.o)I 194 (1()().0) 
208 (70.3)1 168 (86.6) 
47 (15.9)1 3 (1.5) 
41 (13.9)1 23 (11.9) 

249 (100.o)I 79 (100.0) 
207 (83.l)I 74 (93.7) 
24 (9.6)1 O (-) 
18 (7.2)1 5 (6.3) 
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454 (100.0) 
357 (78.6) 
47 (10.4) 
50 (11.0) 

267 (100.0) 
235 (88.0) 
5 (1.9) 
26 (9.7) 

96 (100.0) 
87 (90.6) 
0 (-) 
9 (9.4) 

＊秋田県衛生科学研究所 ＊＊秋田県五城目保健所 ＊＊沃阪府立成人病センクー
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B．農業の変遷 農業センサスより

l． 兼業の進行

衷2, 3に示すごとく，農家数は徐々に減少してい

る．農家数の減少が観察されるのは経営耕地規模でみる

と， 0．5haから2.0ha未満の農家である． この中でも0.5

haから1.5ha未満の農家の減少が目立つ．一方， 0．5ha未

満および2.0ha以上，とくに3.0ha以上の農家数は増加を

示している．

表 2. 経 営 耕 地 単位： ha

センサスI 田 | 畑 I樹園地 1耕地計 I魯烹hは
昭和35年I 1,0791 120i 12¥ 1, 211! 1.15 

40 | 1,oa1I 1 15| 8| 1,205| 1. 1 5 

45 I I, 1881 叫 8| 1,2971 1.24 

50 | I, 1951 89 l 71 1,2901 l.28 

表 3. 経営耕地規模別農家数

センサスh爛°.5ご。11.oこ』•言。12．了。匠゜；a| 計
昭和35年|~2251 1961 114¥ 16¥ ~ 
~1,051 

~--ml 1901 1921 1521 3511. 048 
50 ~ 1,010 

又麦4, 5, 6に示すごとく，農家の変遷で特に目立

つのは，専業農家が顕著に滅少し， 2種兼業農家が農家

の80％にも達したことである．

兼業の種類をみると， 1種兼業では人夫日扉兼業農家

が多く， 2種兼業では恒常的勤務兼業農家が増加する傾

向を示している．この傾向を反映して．農業に主として

従事する農業就業者数は急速に減少し，兼業従事者数の

増加がみられる．

兼業従事者の職種は農家の経営耕地規模別で差がみら

表 4. 専兼業別農家数と兼業種類別農家数

セ ン＇ サ ス I 農家総数 I 
専 業 兼

I 
2 兼

昭和 35 年
I 
1,056 c100.o)I 364 (34.5)1 470 (44.5)1 222 (21.0) 

40 I I, 051 (100.0)¥ 97 (9.2)1 598 (56,9)1 356 (33,9) 

45 1,048 (100.0)1 40 (3.8)1 542 (St.7)1 466 (44.5) 

50 1,010 c100.o)I 22 (2.2~ 197 (19.s)¥ 791 (78.3) 

セ 1 種兼業 2 種兼業

ii農家数□`‘“□i合贔且営兼：＇農家数！｀｀｀口:ぎi合｀営兼：
?月-(100需1 (15.{}| (15呵（ 9．呵 (341呵 (25!;}|(1孟裔i(l8.g|(l2．呵（ 7．}:I(23．呵（36．悶
45 | (100:;;I ( 8.;!I (10.;!I ( 8.：含I (59~~51 c12.~51 c100:＄含l(19.~)I (19.~~I c 9.651 (34！全宝I(18．乞｝

50 | (100!;:I (3::5) 1 (l.551 (59:;:I (6．よ5（IOO:;}| (4}::) | (3．芸；I（389:}| (10．;｝ 

（）：％ 

表 5. 農家世帯数・農家人ロ・農業就業人口

農 家 人 ロ 農ば家篇 農業就業人口
センサス 農 家 数

I I | 男 女 計 員数 男 女 計

昭和35年＼ 1,056 (83.3)1 3,411 (91, 9)1 3,461 (88.7)¥ 6,888 (9o.s)¥ 6.521 1, 1571 9881 2,145 

40 I 1. os1 cao.o)I 3,001 (ao.o)¥ 3, 123 (88.o)| 6, 130 (86.5)1 5.831 8291 1,2961 2,125 

45 I 1,048 (77.9)1 2,751 (84.9)1 2,900 (84.6)1 5,651 (84. 7)1 5.391 7671 1, 2201 1,987 

50 | 1,010 I 
2,478 

I 
2,615 

I 
5,093 

I 
5.04| 3641 叫 I, 130 I 

（ ）：総世帯数・総人口に対する比率％
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表 6． 農家内兼業従事者の経営規模別職種 昭和45年 1月1日

経営規模 l ~0.5| o.5~1.o |1.o~1.5 | 1.5~2.o | 2.0~3.o| 3.o~ ha ＼ 計

兼業従事者数| oo.o) 

自営業 I 28(9.1)1 15(4.2)1 15(5.o)I 9(4.2)1 8(5.o)| 4(14.8)1 79(5.8) 

自営職人 I 50(16.2)1 45(12.7)| 30(10.o)I 11(5.1)1 7(4.4)1 I 143(10.s) 

職種別 常 雇 1125(40.5)1 138(39.1)1 86(28.6)1 50(23.1)1 30(18.9)1 5(18.5)1 434(31.8) 

内訳 臨時雇 l 19(6.1)1 18(5. 1)I 22(7.3)1 16(7.4)1 13(8.2)1 2(7.4)1 90(6.6) 

日雇・出稼 I 84(27.2)1 129(36.5)1 141(46.8)1 126(58.3)1 98(61.6)¥ 15(55.6)1 593(43.4) 

内 職 I 3(1.o)I 8(2.3)1 7(2.3)1 4(1.9)¥ 3(1.9)1 1(3.7)1 26( 1.9) 

（） ： ％ 

れる．経営規模の小さい農家ほど兼業のうち常屈，職人

の割合が多い．これにたいし，経営規模の大きい農家で

は日雇，出稼従事者の率が高い．

2. 稲作農業の機械化と稲作労慟の軽減

表7, 8, 9に示すごとく，畜産は未だ規模が小さ

く，農業生産の大部分は米作である．米作農業は水l[1の

区画整理，農道，潅漑水路等の整備と各種農機具の導入

によって，全過程に渡って機械化が推進した．又，農薬

の普及により病虫害の防除，除草が徹底した．そして，

稲作労働は機械操作は主として壮年男子が担当し，女子

は補助労慟に従事することで行なわれるようになった．

表 7. 家畜飼養頭羽数

乳用牛肉用牛 豚 鶏
センサス

農家数1頭数 1戸当り農家数1頭数 1戸当り農家数頭数 1戸当り1農家数1頭数 11戸当り

昭和35年 | 38| 42| 1.1| 363| ]云I 1.0| 185| ]エ・ 1.2| 738| 5,745| 7.8 
40 | 46 125| 2.7| I IO| 124 1. 1| 4141―竺9| 3.9| 6161,, 41 11 15.3 

45 | 23| 135¥ 5.9| 69| 98| l.4| 289| 2, 467□ 8.5| 509¥ 8, 8061 戸
50 1 10| 1631 16.3| ]l ー竺5| 14. 1| 105| 2, 381| 22.7| 197| 1, 8071 ,.2 

表 8. 農
し
3
.
‘

汁
オ

センサスi―耕運機・ト：クター＿ I．fl 1il( 

農家数 1台 数 1内20心予ー農家数 1台

昭和 35年 1 1 ,1| -l -I 
40 1 3951 3981 -l ―| 
45 I 6351 7121 ~叶
50 - 668{ 769| 18| --:.3-8I 

機械

機動力刈取機 1]脱型コンバイン乾 煉 機

数農家数 l台数農家数 1台数農家数 1台数

-| -| -i—I —I —I 

―I -i―l ―l-| ―I 
21 541 541 1! ii 301 30 

238| 342I 34f―]嘉i 137l 203| 204 
•一

表 9. 稲作労働の過去と現在の比較 昭和48年4~5月調査

I 
過 去 現 在

畜力耕
耕転整地 耕砕 起土 10~20a ／ ／ 日 8 耕 運 機 70~80 :aj 日 8 

40~ 50a 日 8 トラクター 1 日 8 

I 手 人取柚り1組， 70a/H 
田
植 霜田植 ，型付，小苗打 8 

川植機 70a／日 8 ， 
-83-



収穫脱穀I

ー王一ーの 他I

手刈 4 a／日
（刈取・結束 9 
杭架・運稲・稲積 8 

足踏み脱穀機 12a／日 8 
運 搬（苗堆肥等）リヤカー畜力 8 9 ライトパン・トラック

除草（手押し 30a／日 8 9 テーラー
手取り 1oa/lcl) 薬剤散布
俵編み・縄ない 8 な し

島本喬：生活環境の変化と脳卒中，循環器疾患の集団医学（論文集），大阪府立成人病センター
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c.栄養摂取状況の推移

表10, 11, 12, 13に示すごとく，栄並調査は昭和34年

42年， 46年， 48年， 49年， 50年に行なった．昭和48年以

降は個人別面接聞きとり方法で実施しているが，それ以

前はそれぞれ調査方法が異なる．そのために，栄蓑摂取

鼠の推移を比較することは困難である．そこで概括する

と，米の摂取量が減少し，動物性食品では魚介類の摂取

景がやや減少し，肉類の摂取景が増加してゆく傾向がみ

られる．この肉類の内訳は豚肉，とり肉である．

表10. 栄蓑摂取状況

栄養摂取星 l人 1日当り

調査方法 I 自 計

調脊年月| 34. 2. 5日間

調査世帯数 I 19 

熱量Cal I 2,556 

たん白質総量 9 82 

脂肪総量， 1 25 

炭水化物， 1． 485 

カルシウム mgI 381 

A lU I 1,018 

ビクミン B, ng | --- l.08 

B, mg I 0.65 

c mg 1 --- -- 41 

食品群別摂取量 1人 1日当り，単位： 9 
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表1!. 栄 挫 摂 収 拭 一男 子一

年令（オ）¥ 40~49  I 50~59  I 60~69  

調査方法i個人別1個人月Il1個人別面個人別1個人別 1個人別面個人別
買い上げ秤量接聞き取り買い上げ秤擾接聞き取り買い上げI

調査年月 |42. I. I 46. 6. I竺。:・ 4. t 42. 1. t 46. 6. t竺。:・4. J 42・ 1. I 
例数 |51 71 941 71 12[ 671 31 

量 Cal 忍累I合胃SL 忍雷I［は認 合乱尉1 [5認I2這闘I
tこん白質巳ー一 量： g （2讐訃Ic翌詮I (2召亨I(1灼靡ぷ閲I (2忍芯Ic悶げI
動物性叶 (1だi}I(2だ虐＿ （ir9sl _c1だ_it_0忍iSI (2忍言（芸器I

面

り

．
4
 ゜

晶
生
．

倫
均

鷹

ー

＿

1

＿l
-
|
l

68 

熱
1,934 
(528) 
68.8 
(19.1) 
32.7 
(16.7) 
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25.8 g 
14.1 
(10.3) 
297 
(116) 
13.1 
(5．功

―女 子一

年令（オ） I 40~49 I so~59 I 60~69 

調査方法 1個人別1個人別 1個人別面1個人別1個別 1個人別面1個人別1個人別 1個人別面
買い上げ秤紐接聞き取り買い上げ秤茄接聞き取り買い上げ秤輩接聞き取り

調査年月 142.I. 146. 6. I均。:・4_142. I. 146. 6. I均。:・4.142. I. 146. 6. j均。:・4.
例数 I 131 I 951 91 I 941 2/ I 77 

衷し 量Cal|clg『忍sl I 心尉Ic2悶詞I I 占笥Icl,2腎I I 占需

たん白質総 量 9|(1忍豆I I (2想詮ICl忍詠1 | (2誓砂Ic誓吟I I Cl::g 
動物性 'II c1門認I I c1翌謬I(I門謬I I c1魯詮Ic計i)I I c1昇謬

脂 肪総 量g|(1忽砕I (1烹哀Ic虎芯I I (1を冠Ie g詮I I Clぞ乳
廊J 4勿 性 'I I I I c1門砂I I I c1認診I I I c s万悶

炭水化物'II c累I I c悶Ic ~悶I I c ~~~I c !悶I I c累
食 塩gI I -| c }ねL_l__J c!~JI I ___ J c悶認

（ ） ：標準偏差

表12. 食品群別摂取盤 一男 子一

米
一
魚
一
肉
一
卵
＿
乳
一
日

年令（オ） I 40~49 I so~59 I 60~69 

調査年月 I42. 1. I 46. 6. 1均。:・4.142. I. 146. 6.,均。:・4.142. I. 146. 6.1均。:・4.

竺 9|c嵩I(1開言l(1笥ICl！悶I ぃ翌1(3闘I I Clf忍
類ffI c尉I(I塁I C↓辱Ic笥I(愁| c謬IC}闘I i _c娼
類 9|(18]I (6行I c 6闘I(-)1 C 4~5I (5悶I(4!I I (3謬
類ffI c晶Ic 2闘I (3:; (2是{|(2謬I c 3四IC -!I I (3謬
類 9|(7謬Ic 2詞I (8謬I(8闘Ic 7魯SI (5翡I(-)1 I C 8昇
酒 g| ( 2f闘I( 2百努 ( 3己窃I( 13{5I ( 2fぢI c ;gSI ( 2含認LJ c 2塁窃

―女 子一

年令（オ） I 40~49 I so~59 I 60~69 
＇ 

調 査年月 142.1. I 46. 6. I竺5。:• 4. ¥ 42. 1. I 46. 6. ¥竺5。:・4.¥ 42, t. ¥ 46. 6.1竺5。:・4.
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表13. カ ロ リ 比 ―男 子一

年令（オ） I 40~49  I so~59  I 60~69  

炭水化：： 9~：」 42.6::。I 46.6::31均。::::II42.6;:」46.5::」均。:]::2142.6;:41 46. 6. I均。:::.4
た ん 白カロリー比％J 13. 1J 14.31 13. 1! 1s. 1J 16.21 14.41 11.2J 1 14.2 

動物性たん白カロリー比％I 6.71 6.31 6.11 7.91 9.91 1.01 2.sJ 1 6.8 

脂 肪カロリー比叫 ，．2J 16.si 12.41 12.2! 19.sl 12.s¥ 9.3¥ 1 12.0 

動物性脂肪カロリー比％I I 4.s¥ た21 I 12.31 1.11 I J 6.6 

アルコールカロリー比叫 8. 1| 10.3| 15. 1| 3.6| 8.41 13.81 ,.6I I ふ

―女子・―

年令（オ） I 40~  49 | 50 ~ 59 | 60 ~69  

調査年月 I42. l. | 46. 6. I 均。： •4. I 42. I. l 46. 6. I 均。： •4. I 42. l. | 46. 6. I均。］．
炭水化物カロリー比叫 2 

た ん 白カロリー比％l 14.2| | 15.3| 13.41 | 15.4| 13.o| | 14.4 

動物性たん白カロリー比叫 5.7| | 7.3| 4.6| | 6.8| 4.71 1 石
脂 肪カロリー比％ 14. 1 

動物性脂肪カロリー比％I I I 7.8 | | 6.2| | | :口
アルコールカロリー比％I - I I - 1 - 1 1 - | - | 1 

W おわリに

稲作にともなう労慟は男女とも減少し，農作業に要す

る時間も短縮されるに至った．

各種機械の導入，ならびに，それによる農作業時間の

短縮が，一面では兼業を促進していると考える．

食生活面では，米の摂取量が減少し，動物性食品にお

いて魚介類に変り肉類の摂取が増加してゆく傾向がみら

れる．

文献

l)農林業センサス： 35年， 4俎p,45年， 50年
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